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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月7日(2017.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フコイダン部分の還元末端と１つ以上のアミノ基を含む化学基との間の共有結合により
アミノ化される、フコイダン部分からなるｔ－ＰＡ結合特性を有する媒介物。
【請求項２】
　式（Ｉ）：
ＦＵＣＯ－Ｃ１－［ＮＨ］ｙ－［Ｌ］ｚ－［ＮＨ］ｘ－Ｒ１（Ｉ）
（式中、
　－　「ＦＵＣＯ」が、フコイダン鎖に共有結合した１つ以上の１級アミン基を場合によ
り含有する、フコイダン部分を意味し、
　－　ｘ、ｙ、及びｚが、０又は１を意味する独立した整数であり、
　－　Ｃ１が、フコイダン部分の還元末端に位置する糖単位の１位の炭素原子であり、
　－　Ｌが、リンカーであり、
　－　Ｒ１が、１つ以上のアミノ基を含むか、又は１つのアミノ基に存する化学基であり
、
　－　Ｌ及びＲ１が、独立し、等しいか又は異なっていてもよい）
の化合物である、請求項１記載の媒介物。
【請求項３】
　式（Ｉ）（式中、
　－　Ｒ１が、１級アミン末端の直鎖又は分岐炭化水素鎖を含むか、又はこれに存する化
学基、アミノ酸、ポリアミノ酸、及び／又はリジン、ポリリジン、アルギニン、ポリアル
ギニン、オルニチン、ポリオルニチン、γ－アミノ酪酸、ポリアミン、ポリエーテルアミ
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ン、又はグアニジン基若しくは１級アミンを含む任意の他の化学基を含むか、又はこれに
存するリストにおいて選択される化学基であり、
　ここで、
　－　当該化学基が、５つ又は６つの炭素原子を有する１つ以上の非芳香族炭化水素環に
より場合により中断され、
　－　当該化学基が、１つ以上のヘテロ原子により場合により中断され、
　－　当該化学基が、１つ以上のアミド基及び／又は１つ以上のエステル基を場合により
含有し、
　－　当該化学基が、１つ以上のアミン基により場合により置換されており、
　－　当該化学基が、（ａ）直鎖又は分岐炭化水素鎖、（ｂ）アミノ酸又はポリアミノ酸
、（ｃ）ポリアミン又はポリエーテルアミン、（ｄ）γ－アミノ酪酸、（ｅ）グアニジン
基、及び（ｆ）１級アミンから選択される同一又は異なる１つ以上の基により場合により
中断されるか、及び／又は置換される）
の化合物である、請求項１又は２記載の媒介物。
【請求項４】
　フコイダンが、フコイダン鎖に共有結合した基を含有する１級アミンを更に含む、請求
項１～３のいずれか一項記載の媒介物。
【請求項５】
　Ｒ１又はＬが１～４個のアミン基により置換されている、請求項１～４のいずれか一項
記載の媒介物。
【請求項６】
　［ＮＨ］ｘ－Ｒ１が、式（ＶＩ）又は（ＶＩＩ）：
【化１５】

（式中、
　－　<<Ｌｙｓ>>が、リジン又はリジン誘導体であり、
　－　ｘが、少なくとも１に等しいか又はそれより大きい）
のものである、請求項１～５のいずれか一項記載の媒介物。
【請求項７】
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【化１６】

からなる群より選択される、請求項１～６のいずれか一項記載の媒介物。
【請求項８】
　フコイダン部分が、１０００００Da未満である平均分子量を有する、請求項１～７のい
ずれか一項記載の媒介物。
【請求項９】
　フコイダン部分が、２０００Da～１５０００Daの範囲にある平均分子量を有する、請求
項１～８のいずれか一項記載の媒介物。
【請求項１０】
　フコイダン部分がポリ硫酸化される、請求項１～９のいずれか一項記載の媒介物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項記載の媒介物のｔ－ＰＡとの複合体を含む、媒介物化さ
れたｔ－ＰＡ。
【請求項１２】
　４０：１～１：１の範囲にある媒介物のｔ－ＰＡに対するモル比を有する、請求項１１
記載の媒介物化されたｔ－ＰＡ。
【請求項１３】
　医薬として使用するための、請求項１１及び１２のいずれか一項記載の媒介物化された
ｔ－ＰＡ。
【請求項１４】
　対象における血栓を予防又は治療するための有効成分として使用するための、請求項１
１及び１２のいずれか一項記載の媒介物化されたｔ－ＰＡ。
【請求項１５】
　ａ）請求項１～１０のいずれか一項記載の媒介物を用意すること、
　ｂ）ｔ－ＰＡを用意すること、及び
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　ｃ）ステップａ）で用意された媒介物をステップｂ）で用意されたｔ－ＰＡと接触させ
て、当該媒介物とｔ－ＰＡの間の複合体を得ること
のステップを含む、媒介物化されたｔ－ＰＡを製造する方法。
【請求項１６】
　－　請求項１～１０のいずれか一項記載の媒介物を含む第１の容器、及び
　－　ｔ－ＰＡを含む第２の容器
を含む、キット。
【請求項１７】
　請求項１～１０のいずれか一項記載の媒介物及びｔ－ＰＡを含み、当該媒介物及び当該
ｔ－ＰＡが無水形態である、容器。
【請求項１８】
　請求項１～１０のいずれか一項記載の媒介物のｔ－ＰＡとの複合体を含む、医薬組成物
。
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